
【取組内容③】  「端末活用プラスα」の配付による家庭での自主的な学習の促進

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

端末持ち帰りを始めると、保護者の方から「なぜ重たい端末を毎日持ち帰らせるのですか」と、質問をい
ただくケースがあります。また、担任の先生からも「毎日、端末を使った課題を出すのは大変です」と相談
をいただくことがあります。本校では、「端末活用プラスα」を２年生以上の家庭に配付し、学習端末持ち
帰りの意義を伝えると同時に、学校から課題が出なくても各家庭で自主的に活用してもらえるよう活用事例
を示しています。本校では、本文書の配付によって各家庭の理解を得て、２年生以上で日常的に端末の持ち
帰りを行っています。
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